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【 手 続 補 正 １ 】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ブ タ ン － 1,4－ ジ オ ー ル 、 γ － ブ チ ロ ラ ク ト ン 及 び テ ト ラ ヒ ド ロ フ
ラ ン か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の Ｃ ４ 化 合 物 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 不 均 質 水 素 化
触 媒 の 存 在 下 で の Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 の 気 相 に お け る 水 素 化 工 程 を 含 み 、 該 Ｃ ４ カ ル ボ
ン 酸 誘 導 体 は 無 水 マ レ イ ン 酸 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 の ジ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル
） エ ス テ ル か ら 選 択 さ れ 、
(a)　 吸 収 ゾ ー ン に お い て 、 大 気 圧 に お け る 沸 点 が 無 水 マ レ イ ン 酸 の 沸 点 よ り も 少 な く と
も 約 30℃ 高 い 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 に 、 無 水 マ レ イ ン 酸 蒸 気 、 水 蒸 気 、 及 び 酸 化 炭 素 類 を 含 む
蒸 気 流 (vaporous stream)を 接 触 さ せ 、 こ れ に よ り 、 無 水 マ レ イ ン 酸 の 第 １ の 高 沸 点 溶 媒
溶 液 を 生 成 し ；
(b)　 吸 収 ゾ ー ン か ら 、 前 記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 の 少 量 を 含 む 廃 棄 ガ ス 流 を 回 収 し ；
(c)　 ス ク ラ ビ ン グ ゾ ー ン に お い て 前 記 工 程 (b)の 廃 棄 ガ ス 流 を 、 大 気 中 に お け る 沸 点 が 前
記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 の 沸 点 よ り も 少 な く と も 約 30℃ 高 い 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 に 接 触 さ せ 、 こ
れ に よ り 、 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 の 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 中 の 溶 液 を 形 成 し 、 且 つ 洗 浄 さ れ た 廃 棄
ガ ス を 生 じ ；
(d)　 工 程 (a)に リ サ イ ク ル す る た め に 、 前 記 工 程 (c)溶 液 か ら 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 を 回 収 し
；



(e)　 残 余 の 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 を 工 程 (d)か ら 工 程 (c)へ リ サ イ ク ル し ；
(f)　 工 程 (c)の 洗 浄 さ れ た 廃 棄 ガ ス を パ ー ジ し ；
(g)　 前 記 工 程 (a)の 前 記 溶 液 中 の 無 水 マ レ イ ン 酸 を 、 必 要 で あ れ ば 、 前 記 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸
誘 導 体 へ 変 換 し ；
(h)　 前 記 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 の 前 記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 中 の 溶 液 を 、 水 素 を 含 む ガ ス 流
に 接 触 さ せ 、 こ れ に よ り 前 記 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 を そ れ か ら ス ト リ ッ プ し 、 水 素 と 前 記
Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 を 含 む 蒸 気 流 を 形 成 し ；
(i)　 水 素 化 ゾ ー ン に お い て 工 程 (h)の 蒸 気 流 の 物 質 を 水 素 化 条 件 下 で 不 均 質 水 素 化 触 媒 に
接 触 さ せ 、 こ れ に よ り 、 前 記 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 を 、 ブ タ ン － 1,4－ ジ オ ー ル 、 γ － ブ
チ ロ ラ ク ト ン 及 び テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の Ｃ ４ 化 合 物 へ と 転
化 し ； 及 び
(j)　 水 素 化 ゾ ー ン か ら 前 記 少 な く と も １ つ の Ｃ ４ 化 合 物 を 含 む 生 成 物 流 を 回 収 す る 、
こ と を 含 む 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 工 程 (a)の 蒸 気 流 が 、 分 子 酸 素 を 使 用 す る 部 分 酸 化 触 媒 の 存 在
下 で 炭 化 水 素 原 料 を 部 分 酸 化 す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 炭 化 水 素 原 料 が － ブ タ ン で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 部 分 酸 化 触 媒 が 五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム を 含 み 、 且 つ 、 部 分 酸 化 条 件
が 、 約 350℃ か ら 約 450℃ の 温 度 及 び 約 １ バ ー ル (bar)か ら 約 ３ バ ー ル の 圧 力 、 約 15： １ か
ら 約 50： １ の 空 気 対 － ブ タ ン の 割 合 、 及 び 、 約 0.01秒 か ら 約 0.5秒 の 接 触 時 間 を 用 い る
こ と を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 工 程 (a)に お い て 、 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 中 に 前 記 Ｃ ４ ジ カ ル ボ ン
酸 誘 導 体 を 含 む 溶 液 を 形 成 す る 様 に 、 無 水 マ レ イ ン 酸 の 蒸 気 流 が 、 約 60℃ ～ 約 160℃ の 範
囲 の 温 度 及 び 、 約 １ バ ー ル ～ 約 ３ バ ー ル の 範 囲 の 圧 力 で 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 に 接 触 さ れ る 、
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 接 触 工 程 が 、 気 － 液 接 触 装 置 中 で 、 上 昇 し て く る 蒸 気 流 が 第 １
の 高 沸 点 溶 媒 の 下 降 流 に よ っ て 接 触 さ れ る 、 対 向 流 接 触 装 置 で 行 わ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載
の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 メ チ ル エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 １ か ら ６
の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 メ チ ル エ ス テ ル が 、 ジ メ チ ル フ タ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ７ に 記
載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 メ チ ル エ ス テ ル が 、 メ チ ル エ ス テ ル 、 あ る い は 長 鎖 脂 肪 酸 又 は
14か ら 30個 の 炭 素 原 子 を 含 む 酸 の メ チ ル エ ス テ ル の 混 合 物 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法
。
　 　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 ナ フ タ レ ン － 2,6－ ジ カ ル ボ ン 酸 ジ メ
チ ル で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 ベ ン ゼ ン － 1,2,4－ ト リ カ ル ボ ン 酸 ト
リ メ チ ル で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 ブ チ ル エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 ７ か ら
１ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 ブ チ ル エ ス テ ル が ジ － － ブ チ ル フ タ レ ー ト で あ る 、 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 ブ チ ル エ ス テ ル が 、 ブ チ ル エ ス テ ル 、 あ る い は 長 鎖 脂 肪 酸 又
は 14か ら 30個 の 炭 素 原 子 を 含 む 酸 の ブ チ ル エ ス テ ル の 混 合 物 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の
方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 ナ フ タ レ ン － 2,6－ ジ カ ル ボ ン 酸 ジ －

－ ブ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 第 ２ の 高 沸 点 溶 媒 が 、 ベ ン ゼ ン － 1,2,4－ ト リ カ ル ボ ン 酸 ト
リ － － ブ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 水 素 ス ト リ ッ ピ ン グ 工 程 が 、 実 質 的 に 水 素 化 ゾ ー ン へ の 入 口
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圧 力 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 水 ト リ ッ ピ ン グ 工 程 が 、 水 素 化 ゾ ー ン へ の 入 口 温 度 か ら 水 素
化 ゾ ー ン へ の 入 口 温 度 よ り 約 20℃ 低 い 温 度 ま で の 範 囲 の 温 度 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ か ら １
７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 が 、 無 水 マ レ イ ン 酸 で あ る 、 請 求 項 １ か ら
１ ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 水 素 化 工 程 が 、 約 150℃ か ら 約 300℃ の 温 度 及 び 約 ５ バ ー ル か ら 約
100バ ー ル の 圧 力 に お い て 、 さ れ た 銅 触 媒 (promoted copper catalyst)を 用 い て 気
相 中 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 Ｃ ４ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 が レ イ ン 酸 、 フ マ ル 酸 又 は そ れ ら の 混
合 物 の ジ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 １ か ら ２ ０ の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 工 程 (g)が 、 工 程 (a)の 無 水 マ レ イ ン 酸 の 溶 液 中 の 無 水 マ レ イ ン 酸
を 、 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン に お い て エ ス テ ル 化 条 件 下 で 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル に 接 触 さ せ
て 、 対 応 す る マ レ イ ン 酸 ジ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） を 生 成 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 ２ １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン が 、 非 触 媒 反 応 器 を 含 み 、 そ の 中 で 高 沸 点 エ ス
テ ル 中 の 溶 液 中 の 無 水 マ レ イ ン 酸 が 、 触 媒 の 添 加 な し に Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル と 反 応 し
、 対 応 す る マ レ イ ン 酸 モ ノ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） を 生 成 す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方
法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 触 媒 エ ス テ ル 化 ス テ ー ジ が 、 そ れ ぞ れ 固 体 の エ ス テ ル 化 触 媒 の 仕
込 み 量 を 保 持 す る 複 数 の エ ス テ ル 化 ト レ イ を 具 備 す る コ ラ ム 反 応 器 を 有 し 、 蒸 気 が 下 か ら
ト レ イ に 入 れ る よ う に し 、 ト レ イ 上 の 乱 流 ゾ ー ン で 液 体 と 固 体 エ ス テ ル 化 触 媒 と の 混 合 物
を 撹 拌 し 、 且 つ 、 触 媒 粒 子 を 懸 濁 状 態 に 保 持 し て お く た め の 蒸 気 上 昇 手 段 と 、 １ つ の ト レ
イ か ら 下 方 に あ る 次 の ト レ イ に 、 触 媒 粒 子 は 流 さ ず 、 液 体 を 流 下 さ せ る た め の 下 降 手 段 と
を 有 し 、 前 記 コ ラ ム 反 応 器 は 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル の 蒸 気 流 が 最 も 下 方 の エ ス テ ル 化
ト レ イ の 下 に 、 又 、 無 水 マ レ イ ン 酸 、 あ る い は 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル 基 が Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル
カ ノ ー ル 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 誘 導 さ れ る マ レ イ ン 酸 モ ノ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） か
ら 選 択 さ れ る 物 質 を 含 む 高 沸 点 エ ス テ ル が 、 エ ス テ ル 化 ト レ イ の 上 方 に 供 給 さ れ る 、 請 求
項 １ か ら ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 各 ト レ イ の 床 部 が 、 液 の 下 の 触 媒 粒 子 の 息 角 を 超 え る 勾 配 に 於
い て 乱 流 ゾ ー ン に 向 け て 傾 斜 す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】 　 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン が 自 己 触 媒 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン を 含 み 、 そ こ で は
エ ス テ ル 化 条 件 が 約 70℃ か ら 約 250℃ の 温 度 及 び 約 １ バ ー ル か ら 約 50バ ー ル の 圧 力 の 使 用
を 含 み 、 且 つ 無 水 マ レ イ ン 酸 が Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル と の 反 応 に よ っ て 、 少 な く と も 一
部 が 対 応 す る マ レ イ ン 酸 モ ノ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） に 変 換 さ れ る 、 請 求 項 ２ ２ か ら ２
５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ７ 】 　 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン が 、 触 媒 エ ス テ ル 化 ゾ ー ン を 含 み 、 そ こ で は エ
ス テ ル 化 条 件 が 約 65℃ か ら 約 135℃ の 温 度 、 及 び 垂 下 の ス ル ホ ン 酸 基 含 有 の イ オ ン 交 換 樹
脂 を 含 む 固 体 の エ ス テ ル 化 触 媒 の 使 用 を 含 む 、 請 求 項 ２ ２ か ら ２ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方
法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ８ 】 　 Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル が メ タ ノ ー ル で あ り 、 且 つ 、 前 記 マ レ イ
ン 酸 ジ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） が マ レ イ ン 酸 ジ メ チ ル で あ る 、 請 求 項 ２ ２ か ら ２ ７ の い
ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ ９ 】 　 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 が ア ル キ ル エ ス テ ル で あ り 、 そ の ア ル キ ル 部 分
が エ ス テ ル 化 工 程 中 で 使 用 さ れ る Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル と 同 じ ア ル カ ノ ー ル か ら 誘 導 さ
れ る も の で あ る 、 請 求 項 ２ ２ か ら ２ ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ０ 】 　 Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル カ ノ ー ル が メ タ ノ ー ル で あ り 、 マ レ イ ン 酸 ジ － （
Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） が マ レ イ ン 酸 ジ メ チ ル で あ り 、 且 つ 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 も ま た メ チ ル
エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 ２ ２ か ら ２ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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　 　 　 【 請 求 項 ３ １ 】 　 水 素 化 工 程 が 、 約 150℃ か ら 約 240℃ の 温 度 及 び 約 ５ バ ー ル か ら 約
100バ ー ル の 圧 力 に お い て 、 還 元 銅 触 媒 を 使 用 す る 気 相 中 で 行 わ れ る 、 請 求
項 ２ ２ か ら ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ２ 】 　 工 程 (c)の 溶 液 か ら の 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 の 回 収 が 、 空 気 又 は そ の
他 の 非 凝 縮 性 ガ ス で ス ト リ ッ ピ ン グ す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ３ １ の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ３ 】 　 工 程 (c)の 溶 液 か ら の 第 １ の 高 沸 点 溶 媒 の 回 収 が 、 蒸 留 に よ っ て
行 わ れ る 、 請 求 項 １ か ら ３ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ４ 】 　 水 素 化 ゾ ー ン か ら 水 素 化 生 成 物 混 合 物 が 回 収 さ れ 、 こ れ は ブ タ ン
－ 1,4－ ジ オ ー ル に 加 え て 、 少 量 の テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 及 び γ － ブ チ ロ ラ ク ト ン も ま た 含
む 、 請 求 項 １ か ら ３ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ５ 】 　 水 素 化 生 成 物 混 合 物 が １ つ 又 は よ り 多 く の ス テ ー ジ で 蒸 留 に よ り
精 製 さ れ 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 及 び － ブ タ ノ ー ル を 含 む 混 合 物 の 揮 発 性 成 分 の 塔 頂 留
出 物 （ オ ー バ ー ヘ ッ ド ） を 分 離 す る た め の 軽 留 分 コ ラ ム (light ends)に お け る 蒸 留 を 含 む
、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ ６ 】 　 軽 留 分 コ ラ ム か ら の 底 部 生 成 物 が 、 １ つ 又 は よ り 多 く の ス テ ー ジ
に お い て 蒸 留 に よ り 更 に 精 製 さ れ て 、 純 粋 な ブ タ ン － 1,4－ ジ オ ー ル を 生 ず る 、 請 求 項 ３
５ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 コ ラ ム 反 応 器 に お い て 、 エ ス テ ル 化 反 応 ト レ イ は そ れ ぞ れ が 固 体 の エ ス テ ル 化 触 媒 の 仕
込 量 (charge)を 保 持 す る 。 各 ト レ イ は 、 蒸 気 が 下 か ら ト レ イ に 入 れ る よ う に し 、 ト レ イ 上
の 乱 流 ゾ ー ン で 液 体 と 固 体 エ ス テ ル 化 触 媒 と の 混 合 物 を 撹 拌 し 、 且 つ 、 触 媒 粒 子 を 懸 濁 状
態 に 保 持 し て お く た め の 、 蒸 気 上 昇 手 段 (vapour upcomer means)を 有 す る 。 沈 降 し た 触 媒
粒 子 の ポ ケ ッ ト (pockets)の 形 成 を 介 し て ト レ イ 上 に ” ホ ッ ト ス ポ ッ ト (hot spots)” が 形
成 さ れ る 危 険 を 回 避 す る た め に 、 各 ト レ イ の 床 部 は 、 好 ま し く は 、 液 の 下 の 触 媒 粒 子 の
息 角 を 超 え る 勾 配 に 於 い て 乱 流 ゾ ー ン に 向 け て 傾 斜 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 更 に 、 各 エ ス
テ ル 化 反 応 ト レ イ は 、 １ つ の ト レ イ か ら 下 方 に あ る 次 の ト レ イ に 、 触 媒 粒 子 は 流 さ ず 、 液
体 を 流 下 さ せ る た め の 、 下 降 手 段 (downcomer means)を 有 す る 。 こ の よ う な 下 降 手 段 は 、
通 常 触 媒 粒 子 が 下 方 に 向 か っ て 通 過 す る の を 防 ぐ た め の ス ク リ ー ン (screen)で 提 供 さ れ る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｃ ４ ジ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 が 無 水 マ レ イ ン 酸 で あ る 場 合 、 不 均 一 水 素 化 触 媒 を 使 用 し て 水
素 化 工 程 は 気 相 中 で 有 利 に 実 施 さ れ る 。 水 素 化 触 媒 と し て 典 型 的 な も の に は 、 J. Org. Ch
em 、 第 177～ 185頁 に 記 載 さ れ て い る タ イ プ の Cu/Zn/Mn/Mg/Cr触 媒 な ど の さ れ た
銅 ベ ー ス 触 媒 が 包 含 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｃ ４ ジ カ ル ボ ン 酸 誘 導 体 が マ レ イ ン 酸 ジ － （ Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） 、 フ マ ル 酸 ジ － （ Ｃ

１ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル ） 、 又 は こ れ ら の 混 合 物 で あ る 場 合 、 水 素 化 は 、 例 え ば 約 150℃ ～ 約 300
℃ 、 よ り 普 通 は 約 180℃ ～ 約 280℃ の 高 温 、 及 び 約 ５ バ ー ル ～ 約 100バ ー ル 、 よ り 好 ま し く
は 約 10バ ー ル ～ 約 70バ ー ル の 圧 力 で 実 施 さ れ る 。 こ の 場 合 水 素 化 工 程 は 、 不 均 一 エ ス テ ル
水 素 化 触 媒 を 用 い て 、 気 相 中 で 有 利 に 実 施 さ れ る 。 典 型 的 な エ ス テ ル 水 素 化 触 媒 に は 、 例
え ば 、 20 Eastbourne Terrace、 London W2 6LEの Kvaerner Process Techonology Limited
か ら PG85/1の 商 品 名 で 販 売 さ れ て い る 、 還 元 銅 ク ロ マ イ ト 触 媒 な ど の 還 元 銅 触 媒 (r
educed promoted copper catalysts)が 包 含 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の 蒸 気 混 合 物 は 、 ラ イ ン 47を 通 っ て 水 素 化 プ ラ ン ト 48に 進 み 、 こ れ は 、 例 え ば 、 銅 ベ
ー ス 触 媒 （ 例 え ば 、 さ れ た 銅 触 媒 ） が 充 填 さ れ た 断 熱 反 応 器 を 含 み 、 180℃ の 入 口
温 度 、 565psia（ 39バ ー ル ） の 入 口 圧 力 、 及 び 200℃ の 出 口 温 度 で 操 作 さ れ る 。 無 水 マ レ イ
ン 酸 の 仕 込 速 度 は 、 0.1ｈ － １ の 液 体 毎 時 空 間 速 度 に 相 当 す る 。 プ ラ ン ト は 、 又 、 精 製 セ
ク シ ョ ン を 備 え 、 そ こ で 粗 製 の 水 素 化 生 成 物 混 合 物 が い く つ か の ス テ ー ジ で 蒸 留 さ れ て ラ
イ ン 49に 於 い て 純 粋 な ブ タ ン － 1,4－ ジ オ ー ル が 生 ず る 。 γ － ブ チ ロ ラ ク ト ン と テ ト ラ ヒ
ド ロ フ ラ ン を 別 々 に 回 収 す る た め の ラ イ ン を そ れ ぞ れ 、 50と 51で 指 示 す る 。
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